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し、自由に語っていただく形で A・B学校（表 1）（表 2）の校長に対しては 1時間ほど伺






表 1：A 学校の概況：児童と教職員 
 児童数 教師 校長・副校長 管理職員 
小学校 74名 21名 (1名) 
(1名) 
5名 
幼稚園 40名 8名 
総数 114名 36名 
 
表 2：B学校の概要 
 児童数 教職員 校長 




































































































までの 14年間で、全国の小学校は 371470校減少した。その中で、農村小学校は 302099校
減少し、学校統廃合された小学校のうち 81.3％が農村小学校である。 
https://baike.baidu.com/item/%E6%92%A4%E7%82%B9%E5%B9%B6%E6%A0%A1








第 1章 中国における学校統廃合 
 
第 1節 中国の教育政策 
 
中国は漢族と 55 の少数民族から構成された多民族国家である。2010 年に行われた第














1949 年に中華人民共和国が成立した。建国から 1976 年の「文化大革命」が終結した
時期にかけて、中国の教育は普及と発展の時期であったが、非常に屈折した道のりを経験



























































































































































てアンバランスであるため、矛盾がより際立っている39。1980 年 9 月、中国政府は第五
届全人大三回会議で人口が少ない少数民族地区を除いて、夫婦が子どもを一人しか産め
ないことを広く提唱して、早めに人口増加率を抑えるようにする40と規定した。「計画出



















































































































指摘している。1998 年から 2007 年の九年間で、全国の小学校は 60.96 万校から 32.01
















 学校数（万校） 在学人数（万人） 
1998 60.96 13,953.80 
1999 58.23 13,547.96 
2000 55.36 13,013.25 
2001 49.13 12,543.47 
2002 45.69 121,56.71 
2003 42.58 11,689.74 
2004 39.42 11,246.23 
2005 36.62 10,864.07 
2006 34.16 10,711.53 
2007 32.01 10,564 
減少総数 28.95 3,389.80 


























































































21 世紀教育研究院の楊東平院長は 21 世紀農村教育サミットフォーラムで「農村教育
部局調整十年評価報告」74（農村教育の配置調整十年の評価報告）を発表した。報告によ


































































































16 中華人民共和国教育部編『共和国教育 50年』北京師範大学出版社、1999、pp. 254-266. 
17 「中華人民共和国義務教育法」 
http://www.chinalaw.gov.cn/Department/content/2019-01/17/592_227073.html   
（2019年 11月 22日閲覧） 
18 「中華人民共和国教育法」 
http://www.npc.gov.cn/wxzl/wxzl/2000-12/05/content_4638.htm 
















































http://www.gov.cn/gongbao/content/2001/content_60920.htm（2019年 11月 25日閲覧） 
39 我国計画生育背景 
https://wenku.baidu.com/view/919e1919fc4ffe473368abf9.html（2019年 11月 26日閲覧） 
40 人民网 

















（2019年 11月 28日閲覧） 












（2019年 11月 28日閲覧） 
55 楊貴平「『撤点并校』対貧困農民、農村的影響」『深度調査』2010、p.8. 
56 阴晨雪、前掲、p.16. 

































（2019年 11月 28日閲覧） 
75 「大額クラス」：一クラスの中の人数があまりに多いことを指している。 
76 「国務院弁公庁关于規範農村義務教育学校布局調整的意見」
http://www.gov.cn/zwgk/2012-09/07/content_2218779.htm（2019年 11月 29日閲覧） 
77 「国務院弁公庁关于規範農村義務教育学校布局調整的意見」
http://www.gov.cn/zwgk/2012-09/07/content_2218779.htm（2019年 11月 29日閲覧） 
78 ボルジギン・ムンクバト「内モンゴルにおける民族教育の実態―牧畜地域の民族学校に関す





第 2章 少数民族に与えた学校統廃合の影響―内モンゴルを中心に― 
 































































































































































































区小学校は 9,312 校から、2,613 校まで減少し、減少率は 71.9%だった。小学校分校は






































































































































































































































qIKEO34iXv2yufuFmLvdxngvm8_WTG1lH4cnN5aCrKRP （2020年 1月 6日閲覧） 
7 「中和人民共和国憲法」 













%AE%BF%E9%97%AE%E5%9B%A2/2200604?fr=aladdin（2020年 1月 7日閲覧） 




























%E6%B3%95/2342357?fr=aladdin（2019年 11月 27日閲覧） 
32 「2010年第六次全国人口普査主要数据公報」中華人民共和国国家統計局 
http://www.stats.gov.cn/tjsj/tjgb/rkpcgb/dfrkpcgb/201202/t20120228_30397.html 
















http://www.gov.cn/zwgk/2012-09/07/content_2218779.htm（2020年 1月 6日閲覧） 
40 スーホ、前掲、p.4. 
41 ボルジギン・ムンクバト「内モンゴルにおける民族教育の実態―牧畜地域の民族学校に関す










965?fr=aladdin（2020年 1月 6日閲覧） 
46 郭潔敏「中国における多民族・多文化共生の発展動向」2007、P.25. 

































第 4章 小規模民族学校による文化継承の役割 
 




とりあげる A・B学校はいずれも 100人未満の小規模民族学校である。 
本章では、統合されずに存続した A 学校と、一度統廃合され、その後再建した B学校
への調査結果を報告する。 
研究方法としては、フィールドワークを行い、現地にてインタビューを行った。Z ソム
の牧民と A 学校の校長・教師（表 4-1-1）（表 4-1-2）と、X ソムの B 学校で 26 年間教
育に携わっている G 校長にインタビューを行った。調査では、表 4-1-1、表 4-1-2 のよう


















表 4-1-1 A 学校へのインタビュー 
調査日 対象地域 対象学校 対象者 性別 年齢 職務経験 




M 副校長 男性 40代 15年 
2019年 9月 23日 L 校長 女性 50代 30年 
2019年 9月 23日 M1教師 女性 20代 一ヶ月 
2019年 10月 9日 M2教師 女性 40代 23年 
 
 71 
表 4-1-2 Z ソムの牧民へのインタビュー 
調査日 対象地域 名前 年齢段 性別 
2019年 9月 22日 Z ソム S牧民 50代 女性 
2019年 9月 23日 Z ソム E牧民 60代 女性 
2019年 10月 9日 Z ソム F 牧民 60代 男性 
 






一. Z ソムの牧民にとっての A学校の位置づけ 
 
F 牧民は以前、ガチャのガチャダ（ガチャのリーダー）を勤めていた。2009 年に定年













ら、A 学校は民族人材を育成してくれて、特に F 牧民の自分の子どももこの学校のおか
げで、今社会で活躍しているため、A 学校を重要と考えていることがわかる。 



































































































X 学校の G 校長は教育現場に 26年間勤めている。 
牧民の負担は増えています。都市に行った後にどんな現象が起こっているかは、
あなたは日本にいるからわからないかもしれません。小学生が都市に住むと、毎月














































































































































































































































































































































































































































































































教師補助7 旗より 200元高い 旗より 600元高い 













08/17/content_10097.htm（2019年 12月 22日閲覧） 
5 http://www.nmgzx.gov.cn/xwdt/ssxw/201907/t20190716_85026.html 


























(図 3-1-2)の中の異なる旗に位置する Z・X ソムである。 
図 3-1-1：内モンゴル自治区地図 
 






























































直轄区（2） 市（5） 旗（4） 自治旗（3） 
ハイラル区 マンシュウリ市 アロン旗 エブンキ族自治旗 
ジャライノル区 ヤクシ市 陳バルグ旗 オロチョン自治旗 
 ジャラントン市 新バルグ左旗 モリンダワダオール族自治旗 
 エルグナ市 新バルグ右旗  
 コンコウ市   
表注：8全国行政区划信息査詢平台 http://xzqh.mca.gov.cn/map を参考に筆者作成 
 
表 3-1-2：中国と日本の行政区分9 
行政区 内モンゴル自治区 少数民族中心地 漢族中心地域 日本 
省レベル 自治区 自治区 省・直轄市・特別行政区 県 
地レベル アイマグ（盟）・市 自治州 市（地級市） 郡 
県レベル ホショー（旗）・県 自治権 市（県級市）・県・特区 市 
郷レベル ソム（蘇木）・鎮 自治郷 郷・鎮 町 
































エウェンキ族 ダオール族 オロチョン族 
市総人口 21252人 77851人 4092人 
旗総人口 10979人 28310人 2782人 
自民族言語使用人口 8100人 15000人 400人 














































時期 総人口 人口 人口 人口 人口 
第一次
（1953） 
6,399 2,311 2,580 317 1,170 
第二次
（1964） 
18,861 3,588 6,473 4,246 4,340 
第三次
（1982） 
91,309 6,465 16,124 54,611 11,710 
第四次
（1990） 
128,733 8,621 21,674 79,125 13,929 











漢族 モンゴル族 エウェンキ族 他の民族
 46 











第一次（1953） 6,399 2,311 2,580 317 1,170
第二次（1964） 18,861 3,588 6,473 4,246 4,340
第三次（1982） 91,309 6,465 16,124 54,611 11,710
第四次（1990） 128,733 8,621 21,674 79,125 13,929




















































































































一. Z ソムと A学校の概要 
 
（一） Z ソムの概要 
 


















































二. 統廃合政策実施前から停止までの A学校の動き 
 
（一） 統廃合政策実施する前の A学校 
 

















（二） 統廃合政策実施中の A学校の動き 
 
A学校の「校史」によると、幼稚園・小中一貫校だった A学校の 1994年に復興して建
























































2019 年 9 月 23 日、A 学校を訪問した際、朝早めに学校についたため児童たちが校門
の外に集まっている状況を観察することができた。児童の状況を観察すると、近くに住ん
でいる児童は一人で登校しているが、家が学校から遠い児童は保護者に送ってもらって
いることがわかった。M 副校長の話によると、生徒は 8 時にならないと学校に入れない
ため、早めに着いても校門の外で待ち（図 3-3-1）、8 時になったらみんな一緒に学校に




た「完小」26になったという。現在 A学校は寄宿制学校ではないが、校内には家が Z ソム
にない教師が寄宿できる施設がある（図 3-3-5）。また、子どもの授業間娯楽のため、学




図注：2019年 9月 23日筆者撮影 
 








図 3-3-2：朝 8時の開門時（1） 
 
図注：2019年 9月 23日筆者撮影 
 
図 3-3-3：朝 8時の開門時（2） 
 

















図注：2019年 9月 23日筆者撮影 
 


















































































図 3-3-12：テレビ局から中国建国 70年のお祝いビデオの取材準備 
 


















表 3-3-1 :A学校のカリキュラム 




一年生 数学 モンゴル語 美術 サッカー 読書 音楽 班団  
二年生 モンゴル語 数学 漢語 サッカー 書道読書 道徳 班団  
三年生 モンゴル語 数学 漢語 英語 科学 体育活動 美術 班団 
五年生 数学 モンゴル語 漢語 科学 音楽 美術 体育活動 班安全 




一年生 モンゴル語 数学 道徳 体育活動 モンゴル将棋 会話 エウェンキ語  
二年生 数学 モンゴル語 美術 体育活動 音楽 読書 エウェンキ語  
三年生 数学 モンゴル語 英語 音楽 書道読書 道徳 サッカー  
五年生 モンゴル語 数学 漢語 英語 道徳 体育活動 情報技術  




一年生 数学 モンゴル語 書道 科学 音楽 サッカー   
二年生 モンゴル語 数学 漢語 モンゴル将棋 科学 サッカー   
三年生 モンゴル語 数学 漢語 美術 モンゴル語 エウェンキ語 体育活動  
五年生 数学 モンゴル語 道徳 道徳 モンゴル語 エウェンキ語 労技心理  




一年生 モンゴル語 数学 会話 体育 道徳 モンゴル語   
二年生 数学 モンゴル語 漢語 体育 モンゴル語 音楽   
三年生 数学 モンゴル語 漢語 道徳 科学 体育活動 研究的学習  
五年生 モンゴル語 数学 漢語 書道読書 英語 研究的学習 体育活動  




一年生 数学 モンゴル語 美術 体育 モンゴル語 手工衛生   
二年生 モンゴル語 数学 道徳 体育 モンゴル語 美術   
三年生 モンゴル語 数学 英語 音楽 モンゴル語 体育 手工  
五年生 数学 モンゴル語 科学 美術 モンゴル語 音楽 体育  























 １年生 ２年生 ３年生 ５年生 ６年生 
モンゴル語 ６ ６ ７ ７ ７ 
漢語  ３ ３ ３ ３ 
英語   ３ ３ ３ 

























































第 4節 X ソムの B学校の概要 
 

























B 学校は 1948 年 8 月に建校され、70 年の歴史を辿ってきた。「文化大革命」の時期














32 名とされており、そのうち 8 名が B 学校に所属はしているが、実は旗で働いている。





B 学校の G 校長へのインタビュー調査によると、2008 年に生徒が少なかったため、
小学校は旗の小学校に統合された。統廃合された後、元の小学校の建物をなくしたが、








































机を教室の両方に押し、フリーで活動できる。G 校長によると B 学校は子どもが少ない
上に、教師が足りないため、現在幼稚園の教師たちが一年生の各科目を担当している。学
校のカリキュラムとしては以下の通りである（表 3-4-1）。 
表 3-4-1 B学校の一年生のカリキュラム 
 曜日 
限目 
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 
8:00-8:20 モーニング読書 
8:20-8:30 準備 
8:30-9:10 数学 モンゴル語 数学 モンゴル語 数学 
9:20-10:00 モンゴル語 数学 モンゴル語 数学 モンゴル語 
10:00-10:30 体操 
10:30-11:10 道徳 体育 音楽 学校 道徳 
11:20-12:00 体育運動 音楽 美術・手作り 体育 体育 
 昼休み 
14:30-14:40 準備 
14:40-15:20 読書 モンゴル語 モンゴル語 書き 科学 
15:20-15:25 目の体操 











図注：2019年 9月 27日筆者撮影 
 



































MTS8cNv1QEem24fkqv_YEOqoHjNv8qFH0SkAgGI （2019年 12月 6日閲覧） 










7 「国務院批転民政部関与調整建鎮標準的報告的通知」1984年 11月 22日
http://www.gov.cn/zhengce/content/2016-10/20/content_5122304.htm#（2020年 1月 4日
閲覧） 













































A0%A1/10086721?fr=aladdin（2019年 12月 3日閲覧） 
25 「中共中央国務院関与深化教育改革、全面的に素質教育的決定」 
http://old.moe.gov.cn/publicfiles/business/htmlfiles/moe/s6986/200407/2478.html 






































































の地域についての理解を深めた。その次に、研究対象校である A 学校の所在地、また A
学校の統廃合する前から統廃合した後の状況を記述し、A 学校の統廃合から免れて維持
された経緯、すなわち牧民が学校統廃合に反対したため、学校が存続した経緯を説明した。















第 4章では、Zソムの教育関係者 4名と当地の牧民 3名と Xソムの G校長に対してイ
ンタビュー調査を行った。インタビューを通じてソムの学校の存在意義、小規模民族学校
の現状を明らかにした。 
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